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平成21年度冬季（平成21年12月～22年2月）旅館営業概況調査（結果）

平成22年4月28日
社団法人日本観光旅館連盟

社団法人日本観光旅館連盟（会長近兼孝休、3.475会員）では、昭和49年より会員の営業概況の動向を把握することを目的として、主要観光地（温泉地を含む）所在の会員を対象に、春、夏、秋、冬季に営業の概況調査を実施している。
アンケート調査では,地域別、3ヶ月別及び主要観光地別に大、中、小規模旅館の営業状況を集計し、総宿泊単価、宿泊単価、定員稼働率を発表し、会員旅館ホテルの営業の参考資料としている。

冬季（21年12月~22年2月）の調査結果は雇用不安、所得減、旅行手控えが影響して宿泊単価、稼働率共に大幅に低下した。12月は忘年会の減少により関東・中部・中国が１５％前後の落ち込み、1・2月は反動もあり西日本が前年を大きく上回るものの宿泊単価が低迷した。その中で、大河ドラマ「竜馬伝」の影響で四国を中心に１・２月稼働率が高まるものの宿泊単価は前年を下回った。今季の定員稼働率は３０％を割る２９．３％で最低の成績であった。

総宿泊単価は15.204円、前年同期比1.3％のマイナス。四国、近畿、九州、中部の減少が多く、大規模が厳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宿泊単価は11.124円、前年同期比1.0％のマイナス。同様に四国、九州、中部の減、関東、東北が2％以上伸ばす。
定員稼働率は29.3％、前年同期比4.2％のマイナス。関東、中部、東北の減少、四国が竜馬伝効果で13.1％の増加。
規模別は大規模13.686円、同期比1.6％減、中規模16.258円、1.0％減、小規模19.948円減で大規模の減少が大きい。
地域別は四国が単価を大きく落として稼働率を13.1％伸ばす。九州は単価、稼働率を落とし、関東東北は稼働率落とす。
月別は１２月２８．６％、１月２７．９％、2月３１．７％、東北・中部・中国に厳しい。北陸・四国は良好。　
観光地別は湯ノ山、高知、和倉、帯広十勝が比較的良好で前年を上回る。稼働率の良いのは旭川、戸倉上山田、厚木。
今期は忘年会が低調な上に正月が短かったために１・２月が宿泊単価・稼働率が例年より悪く、２月に盛り返す。
来期については国内の経済環境の低迷からあまり期待できない。特に地方経済の落ち込みを危惧している。
（注） ［調査アンケート配布、2054旅館、回答239旅館、回収率11.6％］　　　
　・大規模：客室数80室以上、中規模：30~79室、小規模29室以下　
・総宿泊単価：　3ヶ月の宿泊料と館内販売等総売上げを宿泊人員数で除した金額
・宿泊単価：　3ヶ月の1泊2食宿泊料及び室料を宿泊人数で除した金額
· 定員稼働率：　3ヶ月の収容定員に対する宿泊人員の割合
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